
国立感染症研究所（村山庁舎）では、毎日を健康に明るく過ごすための情報を、

分かりやすく提供する市民公開セミナー 「くらしに役立つ病気の知識」をシリーズ

で開催しています。

「結核」は、歴史ドラマや小説に出てくるような昔の病気だと思っていませんか？

確かに、国民病や不治の病として恐れられていた「結核」も、治療法の開発など

によって死亡率は戦後すぐの70年前と比較して激減しています。しかし、実は「結

核」は、まだまだ世界中で年間約150万人の命を奪っている深刻な感染症の1つ

です。また、ニュースなどで「結核」の集団感染について耳にすることがあると思

いますが、日本はアメリカなどの欧米各国と比較して「結核」の罹患率が高い「中

まん延国」とされています。さらに最近では、薬が効かない新しいタイプの結核菌

が出現して世界中で大きな社会問題となっています。

本講演では、今「結核」の何が問題となっているのかについてお話をいたします。

皆さま、お誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

お問い合わせ
東京都武蔵村山市学園4丁目7番1号

国立感染症研究所村山庁舎

TEL: 042-561-0771
FAX: 042-565-3315

感染研市民セミナー（第３８回）
「くらしに役立つ病気の知識」

古くて新しい感染症、結核の話

講師：森 茂太郎（細菌第二部室長）

（質問コーナーもあります。）

日時：平成２８年９月３日(土)
１０:００〜１１:１５（受付は９時半より）

場所：国立感染症研究所村山庁舎

参加費：無料 （申し込み不要）


